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研究成果の概要（和文）：家畜文化を有したアフロ・ユーラシア内陸乾燥地文明が人類文明発展の中心にあった。家畜
は蛋白資源生産（肉、乳、毛、皮）に止まらない。化石エネルギー使用以前人類が利用しうる最大の自然パワーであっ
た。移動・運搬手段として長距離交易と都市文明を可能にし、政治軍事手段としては巨大帝国形成を可能にした。これ
により、旧大陸内陸部にグローバルな乾燥地文明が形成された。しかしこの文明は内的に多様であり、4類型にわけら
れ。①ウマ卓越北方冷涼草原、②ラクダ卓越熱帯砂漠、③小型家畜中心山地オアシス、④ウシ中心熱帯サヴァンナ、で
ある。しかし海洋中心の西洋近代文明、化石燃料時代の到来とともに、乾燥地文明は衰退する。

研究成果の概要（英文）：For rethinking the human civilization history, we have evaluated the Afro-Eurasian
 Inner dry land Civilization as its basic and main stream before the modern time from a pastoralist point 
of view. The animal was the pre modern most important power for men to exploit. The value of domesticated 
animals was not limited to the production of protein resources. As an excellent way of transport, it has c
ontributed to the formation of long distant trade making its network and city civilization; as that of war
 and political domination, it supported the formation of Great Empires. Thus a global civilization was est
ablished in the inner dry land where distant regions and peoples communicate and exchange together, while 
4 kinds of typology can be classified: 1. Northern prairie, 2. Tropical desert, 3. Oasis, 4. Tropical sava
nna. The destruction was however its modern history because Western modern history was that of ocean cente
red civilization and fossil energy. 

研究分野：
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１
 アフロ・ユーラシア内陸乾燥地域の研究は、宗
教・政治紛争関係において近年著しいが
文化文明
乾燥地文明を
足していた。
会主義国やイスラーム教国に占められ、現地調査
困難な地域であったことにもよる。
 梅棹忠夫の『文明の生態史観』や和辻哲郎の『風
土』など、アフロ・ユーラシアの乾燥地文化に注
目した先駆的研究はわが国にあった。東洋史研究
においてもユーラシア中心部から中国
史も考察しようという試みがある。しかし、アフ
ロ・ユーラシアの乾燥地文化を統一的なシステム
としてとらえる視点が
縁アフリカを研究してきた
フリカとユーラシアが統一的に論じられていない
ことが問題であった。
 しかし、
カとユーラシアを
オニア的研究者がわが国に何人か
そのなかには研究代表がこれまで育成してきた若
手研究者もいた。そのような研究者
本プロジェクトを立ち上げた。
ェクトの基本理念
伝えることに
心を高めるとともに、
う目的も有し
 
２．研究の目的
(1) 乾燥と湿潤の観点からアフロ・ユーラシア大
陸の生態構造を、中央部内陸乾燥地域と周辺部湿
潤多雨の森林地域にわける。そのうえで、アフロ・
ユーラシア
を、人類文明史初期中期における中心的な文明で
あったことを明らかにする。
(２) その理由として注
る牧畜パワーである。なぜなら、化石燃料
るに至る近代
のは家畜パワーであったからである。
植物パワーも重要であったが、家畜パワーの重要
さが充分認識されていない。
深井戸の水汲み、脱穀など日常の生産活動の様々
な局面で
 とりわけ移動・運搬手段としての役割と、政治・
軍事手段としての役割
って、
が張り巡らされ、その交点には交易都市文化が栄
えた。後者
れることになった。その結果、
陸乾燥地周辺に位置した諸地域と諸文化諸民族が
交流するグロ
域各地に点在する小規模オアシス
ワークの交点とし
ット・ワークにくみこまれることによって、その
価値は増大した
 これにともない、宗教文化も発展した。
陸乾燥地域は、キリスト教、イスラーム、仏教、

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

１. 研究開始当初の背景
アフロ・ユーラシア内陸乾燥地域の研究は、宗

政治紛争関係において近年著しいが
文化文明の基礎的研究
乾燥地文明を人類文明史的に再考察する研究は
足していた。それはこの地域の広範な地域が旧社
会主義国やイスラーム教国に占められ、現地調査
困難な地域であったことにもよる。
梅棹忠夫の『文明の生態史観』や和辻哲郎の『風

土』など、アフロ・ユーラシアの乾燥地文化に注
目した先駆的研究はわが国にあった。東洋史研究
においてもユーラシア中心部から中国
史も考察しようという試みがある。しかし、アフ
ロ・ユーラシアの乾燥地文化を統一的なシステム
としてとらえる視点が

アフリカを研究してきた
フリカとユーラシアが統一的に論じられていない

が問題であった。
しかし、現地調査

カとユーラシアを統一的に理解しようとする
オニア的研究者がわが国に何人か
そのなかには研究代表がこれまで育成してきた若
手研究者もいた。そのような研究者
本プロジェクトを立ち上げた。
ェクトの基本理念とその研究
伝えることによって、あらたに
心を高めるとともに、
う目的も有した。 

２．研究の目的 
乾燥と湿潤の観点からアフロ・ユーラシア大

陸の生態構造を、中央部内陸乾燥地域と周辺部湿
潤多雨の森林地域にわける。そのうえで、アフロ・
ユーラシア（以下 A
を、人類文明史初期中期における中心的な文明で
あったことを明らかにする。

その理由として注
る牧畜パワーである。なぜなら、化石燃料

に至る近代以前、人類が最も自由に利用できた
のは家畜パワーであったからである。
植物パワーも重要であったが、家畜パワーの重要
さが充分認識されていない。
深井戸の水汲み、脱穀など日常の生産活動の様々
な局面で文字どおりのパワーとして
とりわけ移動・運搬手段としての役割と、政治・

軍事手段としての役割
って、A-E 内陸乾燥地域には長距離の商業交易網
が張り巡らされ、その交点には交易都市文化が栄
えた。後者によっては、巨大な帝国世界が形成さ
れることになった。その結果、

乾燥地周辺に位置した諸地域と諸文化諸民族が
交流するグローバルな文明が形成された。
域各地に点在する小規模オアシス
ワークの交点として大きな役割をはたし、このネ
ット・ワークにくみこまれることによって、その
価値は増大した。 
これにともない、宗教文化も発展した。
乾燥地域は、キリスト教、イスラーム、仏教、

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）
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研究開始当初の背景 
アフロ・ユーラシア内陸乾燥地域の研究は、宗

政治紛争関係において近年著しいが
基礎的研究と体系的研究調査

類文明史的に再考察する研究は
それはこの地域の広範な地域が旧社

会主義国やイスラーム教国に占められ、現地調査
困難な地域であったことにもよる。
梅棹忠夫の『文明の生態史観』や和辻哲郎の『風

土』など、アフロ・ユーラシアの乾燥地文化に注
目した先駆的研究はわが国にあった。東洋史研究
においてもユーラシア中心部から中国
史も考察しようという試みがある。しかし、アフ
ロ・ユーラシアの乾燥地文化を統一的なシステム
としてとらえる視点が弱かった。

アフリカを研究してきた研究代表
フリカとユーラシアが統一的に論じられていない

が問題であった。 
現地調査のつみ重ねによって

統一的に理解しようとする
オニア的研究者がわが国に何人か
そのなかには研究代表がこれまで育成してきた若
手研究者もいた。そのような研究者
本プロジェクトを立ち上げた。そして、

とその研究を国内外の研究者に
よって、あらたに多くの研究者の関

心を高めるとともに、若手研究者を
 

乾燥と湿潤の観点からアフロ・ユーラシア大
陸の生態構造を、中央部内陸乾燥地域と周辺部湿
潤多雨の森林地域にわける。そのうえで、アフロ・

A-E）内陸乾燥地域の文明形成
を、人類文明史初期中期における中心的な文明で
あったことを明らかにする。 

その理由として注目するのは牧畜文化が有す
る牧畜パワーである。なぜなら、化石燃料

以前、人類が最も自由に利用できた
のは家畜パワーであったからである。
植物パワーも重要であったが、家畜パワーの重要
さが充分認識されていない。家畜パワーは
深井戸の水汲み、脱穀など日常の生産活動の様々

文字どおりのパワーとして
とりわけ移動・運搬手段としての役割と、政治・

軍事手段としての役割が重要であった。前者によ
乾燥地域には長距離の商業交易網

が張り巡らされ、その交点には交易都市文化が栄
によっては、巨大な帝国世界が形成さ

れることになった。その結果、遠く離れた
乾燥地周辺に位置した諸地域と諸文化諸民族が

ルな文明が形成された。
域各地に点在する小規模オアシス

て大きな役割をはたし、このネ
ット・ワークにくみこまれることによって、その

 
これにともない、宗教文化も発展した。
乾燥地域は、キリスト教、イスラーム、仏教、

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）
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アフロ・ユーラシア内陸乾燥地域の研究は、宗
政治紛争関係において近年著しいが、地域の

研究調査が欠け、
類文明史的に再考察する研究は

それはこの地域の広範な地域が旧社
会主義国やイスラーム教国に占められ、現地調査
困難な地域であったことにもよる。 
梅棹忠夫の『文明の生態史観』や和辻哲郎の『風

土』など、アフロ・ユーラシアの乾燥地文化に注
目した先駆的研究はわが国にあった。東洋史研究
においてもユーラシア中心部から中国と西洋の歴
史も考察しようという試みがある。しかし、アフ
ロ・ユーラシアの乾燥地文化を統一的なシステム

。とくにサハラ南
研究代表嶋田には、ア

フリカとユーラシアが統一的に論じられていない

み重ねによって、アフリ
統一的に理解しようとするパイ

オニア的研究者がわが国に何人か登場していた。
そのなかには研究代表がこれまで育成してきた若
手研究者もいた。そのような研究者を総動員して、

そして、本プロジ
を国内外の研究者に

多くの研究者の関
若手研究者を育成するとい

乾燥と湿潤の観点からアフロ・ユーラシア大
陸の生態構造を、中央部内陸乾燥地域と周辺部湿
潤多雨の森林地域にわける。そのうえで、アフロ・

内陸乾燥地域の文明形成
を、人類文明史初期中期における中心的な文明で

目するのは牧畜文化が有す
る牧畜パワーである。なぜなら、化石燃料使用す

以前、人類が最も自由に利用できた
のは家畜パワーであったからである。薪炭などの
植物パワーも重要であったが、家畜パワーの重要

家畜パワーは犂耕や
深井戸の水汲み、脱穀など日常の生産活動の様々

文字どおりのパワーとして使われた。
とりわけ移動・運搬手段としての役割と、政治・

であった。前者によ
乾燥地域には長距離の商業交易網

が張り巡らされ、その交点には交易都市文化が栄
によっては、巨大な帝国世界が形成さ

遠く離れた A-E
乾燥地周辺に位置した諸地域と諸文化諸民族が

ルな文明が形成された。乾燥地
域各地に点在する小規模オアシスはそのネット・

て大きな役割をはたし、このネ
ット・ワークにくみこまれることによって、その

これにともない、宗教文化も発展した。A-E
乾燥地域は、キリスト教、イスラーム、仏教、

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 
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アフロ・ユーラシア内陸乾燥地域の研究は、宗
、地域の
が欠け、

類文明史的に再考察する研究は不
それはこの地域の広範な地域が旧社

会主義国やイスラーム教国に占められ、現地調査

梅棹忠夫の『文明の生態史観』や和辻哲郎の『風
土』など、アフロ・ユーラシアの乾燥地文化に注
目した先駆的研究はわが国にあった。東洋史研究

西洋の歴
史も考察しようという試みがある。しかし、アフ
ロ・ユーラシアの乾燥地文化を統一的なシステム

とくにサハラ南
、ア

フリカとユーラシアが統一的に論じられていない

、アフリ
パイ

登場していた。
そのなかには研究代表がこれまで育成してきた若

を総動員して、
本プロジ

を国内外の研究者に
多くの研究者の関

育成するとい

乾燥と湿潤の観点からアフロ・ユーラシア大
陸の生態構造を、中央部内陸乾燥地域と周辺部湿
潤多雨の森林地域にわける。そのうえで、アフロ・

内陸乾燥地域の文明形成
を、人類文明史初期中期における中心的な文明で

目するのは牧畜文化が有す
使用す

以前、人類が最も自由に利用できた
薪炭などの

植物パワーも重要であったが、家畜パワーの重要
耕や

深井戸の水汲み、脱穀など日常の生産活動の様々
使われた。 

とりわけ移動・運搬手段としての役割と、政治・
であった。前者によ

乾燥地域には長距離の商業交易網
が張り巡らされ、その交点には交易都市文化が栄

によっては、巨大な帝国世界が形成さ
E 内

乾燥地周辺に位置した諸地域と諸文化諸民族が
乾燥地

ネット・ 
て大きな役割をはたし、このネ

ット・ワークにくみこまれることによって、その

E 内
乾燥地域は、キリスト教、イスラーム、仏教、

という世界宗教を中心に、ユダヤ教、ゾロアスタ
ー教、シャーマニズムなどの宗教文化が栄えた地
域である。宗教文化と牧畜文明の関係も考察さ
なければなら
(３)
文明の内的多様性もおおきい。それを、①北方
涼草原文明
明（ラクダ文化が卓越）
山帯に相当する
（ヤギ・ヒツジ文化が卓越）
ナ文明（ウシ文化が卓越）
（４）しかし家畜パワーに頼る文明は、海洋中心
の近代西洋文明と化石燃料にたよる近代文明が到
来するとともに、衰退する。そのプロセスを正確
に分析する。
 
３．研究の方法
（１）研究分担者連携研究者を
明の
明の特性を、それぞれの家畜文化の特性を明らか
にする方向で研究
文明を考察する
（２）ただし、
各地域での詳細な民族資料や歴史資料あるいは家
畜学や生態学の基礎資料を収集することによって、
4 地域仮説を批判的に発展させて、より詳細で実
態に即した
（３）
く、その内的な複合構造研究も重視した。つまり、
地域の生態構造と牧畜、農耕、都市、商業、宗教、
工芸などの複合構造である。
者には、家畜学や生態学の専門家から、
究者、
化学者、砂漠化研究者、美術史家など、多様な分
野の専門家がふくまれている。
（４）諸外国の研究者、大学院や博士号取得した
ばかりの若手研究者も研究
研究の国際的展開と若手研究者の育成をはかる。
（５）
く開催する
地内諸国の研究者同士（モンゴル、中国、中央
ジア、中東、アフリカ）の出会い
進することに努める。
（６）
燥地文明研究
内外の研究者からの批判と支援がえられる共同研
究の機会とする。
 

1) 
・研究メンバー
る研究協力者
究活動に従事した。
・外国人研究者
ジェリア
中国
1 名、アメリカ
ア 2
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という世界宗教を中心に、ユダヤ教、ゾロアスタ
ー教、シャーマニズムなどの宗教文化が栄えた地
域である。宗教文化と牧畜文明の関係も考察さ
なければならない。

) しかし広大な地域をおおう
文明の内的多様性もおおきい。それを、①北方
草原文明（ウマ文化が卓越）
（ラクダ文化が卓越）

山帯に相当する中央部山岳地域のオアシス文明
（ヤギ・ヒツジ文化が卓越）
文明（ウシ文化が卓越）

（４）しかし家畜パワーに頼る文明は、海洋中心
の近代西洋文明と化石燃料にたよる近代文明が到
来するとともに、衰退する。そのプロセスを正確
に分析する。 

３．研究の方法 
（１）研究分担者連携研究者を
明の 4 地域に派遣し、それぞれの地域の乾燥地文
明の特性を、それぞれの家畜文化の特性を明らか
にする方向で研究
文明を考察する機会をあたえる。
（２）ただし、4地域文明
各地域での詳細な民族資料や歴史資料あるいは家
畜学や生態学の基礎資料を収集することによって、

地域仮説を批判的に発展させて、より詳細で実
態に即した A-E 内陸
（３）A-E 内陸乾燥地文明の地域構造だけではな
く、その内的な複合構造研究も重視した。つまり、
地域の生態構造と牧畜、農耕、都市、商業、宗教、
工芸などの複合構造である。
者には、家畜学や生態学の専門家から、
究者、歴史学、宗教人類学、文化人類学、
化学者、砂漠化研究者、美術史家など、多様な分
野の専門家がふくまれている。
（４）諸外国の研究者、大学院や博士号取得した
ばかりの若手研究者も研究
研究の国際的展開と若手研究者の育成をはかる。
（５）国際シンポジウムとワークショップを数多
く開催する。その際、可能な限り、

内諸国の研究者同士（モンゴル、中国、中央
ジア、中東、アフリカ）の出会い
進することに努める。
（６）A-E 内陸乾燥地文明研究叢書
燥地文明研究を発刊し、研究成果を内外に発信し、
内外の研究者からの批判と支援がえられる共同研
究の機会とする。

４．研究成果
 研究活動の概観

・研究メンバー15
る研究協力者 10
究活動に従事した。
・外国人研究者 26
ジェリア 2 名、カメルーン
中国 8 名、モンゴル
名、アメリカ 1
2 名、フィンランド

研究成果報告書 

という世界宗教を中心に、ユダヤ教、ゾロアスタ
ー教、シャーマニズムなどの宗教文化が栄えた地
域である。宗教文化と牧畜文明の関係も考察さ

ない。 
しかし広大な地域をおおう

文明の内的多様性もおおきい。それを、①北方
（ウマ文化が卓越）、②南方

（ラクダ文化が卓越）、③アルプス・ヒマラヤ造
中央部山岳地域のオアシス文明

（ヤギ・ヒツジ文化が卓越）、④南方
文明（ウシ文化が卓越）、にわけて考察する。

（４）しかし家畜パワーに頼る文明は、海洋中心
の近代西洋文明と化石燃料にたよる近代文明が到
来するとともに、衰退する。そのプロセスを正確

 
（１）研究分担者連携研究者を

地域に派遣し、それぞれの地域の乾燥地文
明の特性を、それぞれの家畜文化の特性を明らか
にする方向で研究させる。可能なら複数の地域の

機会をあたえる。
地域文明は研究仮説であるから、

各地域での詳細な民族資料や歴史資料あるいは家
畜学や生態学の基礎資料を収集することによって、

地域仮説を批判的に発展させて、より詳細で実
内陸乾燥地文明論構築をめざした。
乾燥地文明の地域構造だけではな

く、その内的な複合構造研究も重視した。つまり、
地域の生態構造と牧畜、農耕、都市、商業、宗教、
工芸などの複合構造である。そのために研究分担
者には、家畜学や生態学の専門家から、

歴史学、宗教人類学、文化人類学、
化学者、砂漠化研究者、美術史家など、多様な分
野の専門家がふくまれている。
（４）諸外国の研究者、大学院や博士号取得した
ばかりの若手研究者も研究協力者として活用
研究の国際的展開と若手研究者の育成をはかる。

国際シンポジウムとワークショップを数多
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内諸国の研究者同士（モンゴル、中国、中央
ジア、中東、アフリカ）の出会い
進することに努める。 

内陸乾燥地文明研究叢書
を発刊し、研究成果を内外に発信し、

内外の研究者からの批判と支援がえられる共同研
究の機会とする。 
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15 名および若手研究者を中心とす
10 名が A-E 内陸

究活動に従事した。 
26 名を招聘して（マリ

名、カメルーン 3 名、タンザニア
名、モンゴル 1 名、ドイツ

1 名、カザフスタン
名、フィンランド 1 名、フランス

という世界宗教を中心に、ユダヤ教、ゾロアスタ
ー教、シャーマニズムなどの宗教文化が栄えた地
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、にわけて考察する。
（４）しかし家畜パワーに頼る文明は、海洋中心
の近代西洋文明と化石燃料にたよる近代文明が到
来するとともに、衰退する。そのプロセスを正確
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乾燥地文明の地域構造だけではな
く、その内的な複合構造研究も重視した。つまり、
地域の生態構造と牧畜、農耕、都市、商業、宗教、
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（４）諸外国の研究者、大学院や博士号取得した

協力者として活用
研究の国際的展開と若手研究者の育成をはかる。

国際シンポジウムとワークショップを数多
。その際、可能な限り、A-E 内陸
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という世界宗教を中心に、ユダヤ教、ゾロアスタ
ー教、シャーマニズムなどの宗教文化が栄えた地
域である。宗教文化と牧畜文明の関係も考察され

乾燥地
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サヴァン

、にわけて考察する。 
（４）しかし家畜パワーに頼る文明は、海洋中心
の近代西洋文明と化石燃料にたよる近代文明が到
来するとともに、衰退する。そのプロセスを正確
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地域に派遣し、それぞれの地域の乾燥地文

明の特性を、それぞれの家畜文化の特性を明らか
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は研究仮説であるから、
各地域での詳細な民族資料や歴史資料あるいは家
畜学や生態学の基礎資料を収集することによって、

地域仮説を批判的に発展させて、より詳細で実
乾燥地文明論構築をめざした。 

乾燥地文明の地域構造だけではな
く、その内的な複合構造研究も重視した。つまり、
地域の生態構造と牧畜、農耕、都市、商業、宗教、

そのために研究分担
乳文化研

建築文
化学者、砂漠化研究者、美術史家など、多様な分

（４）諸外国の研究者、大学院や博士号取得した
協力者として活用して、

研究の国際的展開と若手研究者の育成をはかる。 
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内陸乾燥
内諸国の研究者同士（モンゴル、中国、中央ア

共同研究を推

内陸乾
を発刊し、研究成果を内外に発信し、

内外の研究者からの批判と支援がえられる共同研

名および若手研究者を中心とす
乾燥地域で調査研

名、アル
1 名、

名、イギリス
名、イタリ
名）17 回



の国際シンポジウム・ワークショップを開催した。 
・海外シンポジウムに積極的に参加し、研究成果
の公表をおこないつつ、国際共同研究の輪をひろ
げた（インディアナ大学との共催シンポジウム、
中国でのアジア民族学・民俗学フォーラム(嶋田基
調講演)、第二回オックスフォード学際砂漠会議、
エジプトとトルコでの沙漠開発会議、昆明国際人
類学会など）。 
・A-E 内陸乾燥地文明叢書 11 巻、A-E 内陸乾燥地
文明 4 巻を発刊した。前者は、個人のモノグラフ
が中心（（博士論文の出版 3 点）。後者は論文集。 
２）研究代表嶋田の成果は、まず『黒アフリカ・
イスラーム文明論』(創成社 2010)であり、A-E 内
陸乾燥地南縁文明としての黒アフリカ・イスラー
ム文明を論じた。それは黒アフリカ文明のコぺル
二クス的革新であったが、教義でなく、都市文化
や国家、商業経済、衣服文化など住民生活を支え
る文明論である点でも評価してよい。次に、『砂漠
と文明』（岩波書店 2012）において、本研究の基
本課題 A-E 内陸乾燥地文明論の、人類史的視野も
くわえて体系的な再構築を試みた。地球環境の
1000 万年にわたる歴史は、氷河期をともなう寒冷
化・乾燥化であり、人類形成 700 万年の歴史は地
球環境の寒冷化・乾燥化への適応プロセスとして
理解可能であると認識したからである。乾燥への
適応のみならず、寒冷への適応も新たな研究テー
マとして浮上した。この着想から、北欧のトナカ
イ牧畜民サーメや同じくツンドラ気候の中に生活
していた初期ホモ・サピエンスの文化、ラスコー、
アルタミラなどの洞窟絵画調査をおこない、「北欧
のトナカイ牧畜民サーメ」展を名古屋大学博物館
で開催し（2013 年）、講演「「トナカイ民と岩絵文
化を語る」をおこなった。しかしこの問題につい
ての本格的研究は今後の課題である。 
３）平田昌弘も『ユーラシア乳文化論』（岩波書店
2013）という、ユーラシア乳文化を全体として体
系的理解するという壮大な試みをなした。これに
アフリカ乳文化論がくわわると、アフロ-ユーラシ
ア乳文化論が完成する。アフロ-ユーラシア全域を
かけめぐる地理学者池谷和信は『地球環境史への
問い』（岩波書店 2009）で地球環境史の基本問題
を整理した。同時に、獣医畜産新報などで世界の
家畜文化を論じる連載を続けた。畜産学の坂田隆
は、現在急速に少数化しているラクダ頭数の総合
的な統計分析をすすめ、全家畜の世界的な統計研
究の序章とした。星野仏方はリモートセンシング
と現地調査により、モンゴル、カザフ、スーダン
において「砂漠化」の生態学的解明をすすめた。 
 ４）サハラ地域の研究としては、総合地球環境
学研究所で「アラブなりわい」プロジェクトを推
進した縄田浩志、石山俊、中村亮の成果が目覚ま
しい。中村・縄田は『マングローブ』(臨川書店 2013)
により乾燥地の沿岸文化を明らかにし、中村は、
研究協力者稲井啓之とともに、『アフリカ漁民の世
界』A-E 内陸乾燥地文明研究叢書 9 も編集した。
石山・縄田は『ナツメヤシ』（臨川書店 2013）に
よりオアシス文化をさえるナツメヤシ文化を明ら

かにしたが、研究協力者高村美也子はインド洋海
岸部のココヤシ文化を論じた（A-E 内陸乾燥地 
文明研究叢書 11）。星野・縄田編著『外来植物メ
スキート』（臨川書店 2014）は、砂漠化防止のた
めに導入された外来植物の有害植物化を論じた。
さらに石山・縄田編著『ポスト石油時代の人づく
り・モノづくり』(昭和堂 2013)では、石油資源の
枯渇にみまわれたときの人間生活も論じられた。 
 サハラ地域研究には、チュニジアのオアシス文
化研究の鷹木恵子と、ツアレグ牧畜民研究の今村
薫、建築文化研究のウスビ・サコもいる。鷹木は
オアシス文化とチュニジア政変、チュニジアのマ
イクロクレジット文化について旺盛な研究成果を
積み上げた。今村は、南アフリカのカラハリの狩
猟採集民研究者であるが、サハラのラクダ遊牧民
研究に着手した。マリの内戦によって続行困難と
なったが、あらたに中央アジアのカザフのラクダ
文化調査に取り組み、カラハリ、サハラ、中央ア
ジアという３つの乾燥地文化研究をすすめること
になった。サコは、サハラをめぐる住文化、都市
文化研究をすすめた。 
５）モンゴル文化とその近現代史研究にも大きな
成果があった。①ブレンサインによる清朝以来の
牧畜民の定住化や他民族交流研究の近代史研究
（『多様化するモンゴル世界Ⅰ：内モンゴル東部地
域における定住と農耕化の足跡』A-E 内陸乾燥地
文明研究叢書６、）、②大野旭（楊海英）による社
会主義中国によるボモンゴル民族弾圧史研究、 
③児玉香菜子による改革牧畜文化の変動研究
（『「脱社会主義政策」と「砂漠化」状況における
内モンゴル牧畜民の現代的変容』A-E 内陸乾燥地
文明研究叢書 1、『極乾内モンゴル・ゴビ砂漠、黒
河オアシスに生きる男たち 23 人の人生』A-E 内陸
乾燥地文明研究叢書 10）、である。注目されたの
は定住化や国家政策による牧畜文化変容の問題で
ある。とりわけ大野旭の『墓標なき草原上下』（岩
波書店 2009）（司馬遼太郎賞受賞）や『モンゴル
人ジェノサイドに関する基礎資料』6 巻（風響社
2009-2014）』をはじめとする 10 冊に及ぶ研究活
動は、社会主義中国における牧畜民族とその文化
に対する過酷な弾圧をはじめて明らかにした研究
であり、それは公称 56 民族を有する超多民族国家
中国の近現代史研究として画期的である。大野は
そのうえで、旧社会主義国における牧畜民文化変
容の比較研究に着手した（『中央ユーラシアにおけ
る牧畜文明の変遷と社会主義』A-E 内陸乾燥地文
明研究叢書 8）。この牧畜文化の現代における激し
い変容は、縄田らの試みている石油経済にうるお
う中東における変容、嶋田らの黒アフリカ牧畜文
化の植民地主義近代化における変容とともに、ア
フロ・ユーラシア内陸乾燥地全体において引き起
こされている牧畜文化の変容として論じられなけ
ればならないであろう。 
６）都市文化や建築、衣服、宗教などの第二次第
三次産業にかかわる文明については、嶋田の『黒
アフリカ・イスラーム文明論』、嶋田編著『シャー
マニズムの諸相』（勉誠出 2013）がまず重要であ



る。前著において嶋田は A-E 内陸乾燥地文明西南
地域の宗教文明をあきらかにし、後著においては
ユーラシアの土着宗教とみられルシャーマニズム
の世界的広がりを考察したからである。 
 研究協力者中山千冬『アフリカ文学と西アフリ
カの近代化：セネガルの作家シェク・アミドゥ・
カヌの闘い』A-E 内陸乾燥地文明研究叢書 3 も、
イスラーム文化、アフリカ文化、植民地主義がも
たらした西欧文化の間でアイデンティティの相克
に悩むセネガル知識人を論じた文学論である。フ
ランス文学者としての中山は、アフリカ文学とし
てのフランス文学研究の開拓者である。嶋田も、
文芸誌『文芸思潮』50 号で同様な葛藤のなかにあ
る「アフリカ文学の風土」の特集を組んだ。 
 研究協力者水谷徹哉『キブッツ・サマール：イ
スラエル南部砂漠のキブッツ』A-E 内陸乾燥地文
明研究叢書 4 も、イスラエルの砂漠中に成立され
た人工的で近代的なオアシスに依るキブツ文化論。 
 美術史の中川原育子を中心にしてはアフロ・ユ
ーラシアの岩絵文化宗教美術の比較研究が行われ
た。岩絵や洞窟画は人類最古の芸術表現に属す。
それがアフロ・ユーラシア乾燥地の各地に散在し
ている。南アフリカで狩猟採集民研究をおこなっ
てきた池谷、今村、サハラ研究とともにサーメ、
ラスコー、アルタミラ研究を行ってきた嶋田、そ
れに中国ウイグルとカザフの研究者を招聘して国
際会議 2 回を開催した。乾燥地においてホモ・サ
ピエンスの驚くべき芸術活動が開花したのである。 
７）本研究の成果には、嶋田や平田に見られるよ
うなアフロ-ユーラシア内陸乾燥地文明について
の体系的理解の試みもあるが、むしろ自己評価す
べきは、この課題の刺激のもとに、おもいもよら
ない新しい研究がさまざま試みられたことである。
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